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1,AirXについて
-会社概要
-市場環境
-ロードマップ

2,空飛ぶクルマの取り組みについて
-空飛ぶクルマとは？
-eVTOLメーカーとの提携
-eVTOLの取り組み例（愛媛大洲実証や催事等）
-eVTOLの未来について
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I 会社概要

社名 株式会社AirX（エアーエックス）

設立 2015年2月

事業内容 ヘリコプターの遊覧 /移動サービス

ヘリコプター/航空機の売買

eVTOLを活用した新規事業開発

従業員数 取締役4名　正社員50名（2026/02時点）

業務委託含む   従業員数90名

創業者 代表取締役  手塚 究、取締役COO 多田 大輝

CEO 手塚 究

confidential

2015年 ヘリコプター遊覧  リリース

空の移動革命に向けた官民協議会  参加2018年

2019年 シリーズA資金調達

2020年 西武HDや京急電鉄と「移動便」フライト実証

2022年 無操縦者eVTOL EHangパートナー契約

2023年 アジア初、空飛ぶクルマ離島間の海上試験飛行に成功

2024年 世界3大航空機メーカーのエンブラエル傘下の EVE社と
業務提携
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I 会社概要

社名 株式会社AirX（エアーエックス）

設立 2015年2月

事業内容 ヘリコプターの遊覧 /移動サービス

ヘリコプター/航空機の売買

eVTOLを活用した新規事業開発

従業員数 取締役2名　正社員30名（2024/03時点）

業務委託含む   従業員数75名

創業者 代表取締役  手塚 究、取締役COO 多田 大輝

CEO 手塚 究

COO 多田 大輝

confidential

2015年 ヘリコプター遊覧  リリース

空の移動革命に向けた官民協議会  参加2018年

2019年 シリーズA資金調達

2020年 西武HDや京急電鉄と「移動便」フライト実証

2022年 無操縦者eVTOL EHangパートナー契約

2023年 アジア初、空飛ぶクルマ離島間の海上試験飛行に成功

2024年 世界3大航空機メーカーのエンブラエル傘下の EVE社と
業務提携
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I Mission confidential

AirXが
人の可能性を解放する

空を自由に使えるインフラを作り

人々のあらゆるライフスタイルを変革し

人生を豊かにします。



公共事業のペイン

現在日本にある公共共通や道路
は、少子高齢化により担い手が
減少し、更に昨今の原価高騰や
人件費高騰による建設コストの
肥大化により、これ以上の拡大

が困難な状況に

消費者のペイン

道路渋滞の経済損失は 12兆
/GDP2%の甚大な影響に。毎年
大型の自然災害が起きているこ

とと同様の損失

航空業界のペイン

次世代航空の担い手となる回転
翼の航空会社は、高齢化が加速
し、人材流出が多く発生。供給の
上限が、需要の上限となり、新た

な産業創出は危機的状態

6

陸上交通の「ペイン」
陸上交通は、「渋滞による生産性の低下」「供給の不足」「維持が困難なインフラ環境」「インバウ

ンドへの対応」など大きな課題を有している

I 解決したい課題
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I Vision confidential

東京

鎌倉
70分→17分

成田
90分→22分

箱根
100分→27分

富士山
150分→30分

日光
170分→50分

10億人の100km/2時間半の移動を 30分に
100km前後を移動する人口は延べ 10億人と国内最大

移動時間を1/5にするモビリティで、最高の体験を提供し、空が当たり前の環境へ

出典　国土交通省/輸送量とその背景及び交通事業等の動向

移動100km前後は、延べ人口が 10億人
と国内で最も人が動く領域
しかし、単価が最適化され速いモビリティかない
ホワイトスペース
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I サービス confidential

フライト  
自社サイト「AIROS(エアロス)」にてヘリコプターの

遊覧/移動、プライベートジェットの手配を簡単に！

【ヘリポート】
所在地　全国11箇所（スポット利用が可能な場所　300箇所）

関東

・東京ヘリポート、船橋、大船、木更津

・御殿場、川島、つくば

関西

・大阪ヘリポート、八尾空港、京都

【遊覧】(チャーター：1機丸ごとレンタル）
東京遊覧 20分 59,800/1組
富士山遊覧 70分 250,000/1組

【移動】(チャーター：1機丸ごとレンタル）
三重高級ホテル アマネム直通便　160万円
オンデマンド配車　200万円前後



出発地の立地 地方の空港施設内 都心の徒歩20分圏内

価格 20分 180,000円 20分 59,800円

予約受領までの時間 1週間 5分

予約可能日時 1ヶ月先前後 当日予約可〜数ヶ月先

カスタマーサポート なし（内勤や整備の方が対応） 専属カスタマーサポート設置

予約サイト 自社サイト/他社委託 自社サイト/自社運営（日英中全て対応）

メディア露出 ほぼなし ヒルナンデス、めざましTVなど

マーケティング ほぼなし 日本語/英語ともに検索No.1

アライアンス ほぼなし 西武、京急、三菱地所など

9

I サービス confidential

BEFORE AFTER

既存のヘリコプターサービスをアップデート
認知いただくプロセス、商品検索のしやすさ、価格、予約の利便性、機材手配の効率化、多言

語対応の全てをアップデートすることで、ゼロからマーケットを創造
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I 当社の強み confidential

2022年頃：AirX参画後のヘリコプター業界

サプライ
ヤー

Airbus
国

自治体

航空局
AirX

E航空
AirX

販売/AirX 地上/AirX

2015年頃：従来のヘリコプター業界

完成
品

組立
運航

サプライ
ヤー

ヘリポート
部品
製造

Airbus
Bell

供給

整備

運営 管制

国
自治体
民間

航空局

管理

E航空

接客

需要

商品
企画

集客 予約

AirX

バーティカルプラットフォーマー
川上から川下を全て内製化&垂直統合し、プラットフォームを構築
全体を統制することで模倣困難性を高め、 eVTOL時代でもそのまま活用できる仕組みに

不在 不在
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I 当社の強み confidential

各バリューチェーンでトップクラスの実績

完成
品

組立
運航

ヘリポート
部品
製造

供給

整備

運営 管制 管理 接客

需要

商品
企画

集客 予約

国内 /海外の仕入網

国内
航空会社

海外
ディーラー

富裕層のネットワーク

検索 /SEO 1位表示

ヘリ遊覧予約 No.1プラットフォーム  AIROS

独自の地権者開拓＆ディベロッパー連携 自社整備開始

自システムで運航管理丁寧な接客

元JALスタッフ
が50名を
マネジメント

各バリューチェーン、それぞれで優位性を作ることが大きなレバレッジに
また部分競合する企業から必要とされ共生しながらマーケットの成長に寄与することが可能
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I 空飛ぶクルマ / ヘリコプターの市場規模 confidential

世界200兆円/国内2.5兆円(2040)
国内の既存交通を高単価なものからﾘﾌﾟﾚｲｽ

価格の低減と共に、交通インフラとしてマーケットを拡大

出展
PwC「“空飛ぶクルマ ”の産業形成に向けて」

現在 50機
現在 1機体売上0.2億×50機=10億

出典
モルガンスタンレー「 Are Flying Car Preparing for Takeoff」

世界 空飛ぶクルマ市場  約200兆円

世界 ヘリコプター市場 約8.2兆円

国内 空飛ぶクルマ市場 約2.5兆円

世界 ヘリコプター旅客市場  約2.1兆円

国内 ヘリコプター市場 約196億円

国内 ヘリコプター旅客市場 約7億円
（うち、約4億円がAirX）

期待>>国内 ヘリコプター旅客市場 約50億円

転換率25%

現時点でも10倍以上の成長余地がある

国内移動100km前後
交通 4.5兆円
1km 50円

タクシー・ハイヤー
市場 1.5兆円
1km 1,000円

海外インバウンド
市場 0.9兆円

富裕層中心に
ﾘﾌﾟﾚｲｽ
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I 海外事例 / 顕在化しているフライト市場 confidential

NYでは、ビジネスマンの

仕事や観光においての必須アイテムに

(事例)NYでは年間 35万人/売上高76億を形成
NYの観光客約5,000万人 / 東京の観光客約5億人

であり、東京はNYの10倍以上のポテンシャルがある

また、NYで⚪⚪タワーなど景観を楽しむサービスは年間800万人が利用。4%
の転換率。東京の景観サービスは1,400万人。転換率4％で試算すると56万人

が顕在ターゲットとなる

(事例)NYでは年間 28万人/売上高60億を形成
マンハッタン↔JFK空港の便が人気

同様に東京は10倍以上のポテンシャルがある

遊覧

移動

NYだけで売上136億
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単価に合わせたﾀｰｹﾞｯﾄと用途戦略で市場を拡大
toCサービスは「インバウンド」 →「国内富裕層」→「国内一般層」へと展開

2023〜 〜2029 2029〜2033 2034〜2040

有操縦者eVTOL 無操縦者eVTOLヘリコプター ヘリコプター

想定ターゲット数

客層

100kmの移動におけ
る実現可能な
1人あたりの価格帯

2万人

10万円

30万人

インバウンド

5万円

1,400万人

国内富裕層

15,000円

5億人

国内一般層

5,000円

1km 500円前後 1km 150円前後 1km 50円前後1km 1,000円前後

toB・toG
用途

観光/防災
観光/防災
物流/訓練

観光/防災
物流/訓練

防衛

I 2040年までのロードマップ

ﾀｰｹﾞｯﾄ延べ人口 10億人1.4億人0.3億人

割合1% 割合10% 割合50%

プラットフォームの
進化 内製化

規程統一

システム化 自動化/無人化
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confidential

1　AirXについて
-会社概要
-市場環境
-ロードマップ

2　空飛ぶクルマの取り組みについて
-空飛ぶクルマとは？
-eVTOLメーカーとの提携
-eVTOLの取り組み例（実証や催事等）
-eVTOLの未来について
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I confidential

空飛ぶクルマとは？
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I confidential

空飛ぶクルマとは？
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I confidential

空飛ぶクルマとは？
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I confidential

空飛ぶクルマとは？
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I confidential

空飛ぶクルマとは？
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I confidential

空飛ぶクルマとは？
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I confidential

空飛ぶクルマとは？ -重要な要素

①空飛ぶクルマの基準に合わせた航空法の整備

②オペレーション体制・事業モデルの構築

　→オペレーションの確立、収益化の実現、社会需要性の向上

③離着陸場

　→離着陸場の設置や施設、設備要件に係る基準、要件、標準化
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I confidential

空飛ぶクルマとは？
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I confidential

空飛ぶクルマとは？
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I confidential

空飛ぶクルマとは？ （既存離発着場開放の取り組み）
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I confidential

空飛ぶクルマメーカーとの提携
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I confidential

空飛ぶクルマメーカーとの提携
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I confidential

空飛ぶクルマメーカーとの提携
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I confidential

空飛ぶクルマの取組み①沖縄離島間実証
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I confidential

空飛ぶクルマの取組み②兵庫県、神戸市事業
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I confidential

空飛ぶクルマの取組み③日本初 UAMセンター開設
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I confidential

空飛ぶクルマの取り組み④機運醸成イベント等
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I confidential

空飛ぶクルマの取り組み④機運醸成（愛媛 /大洲）
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I confidential

空飛ぶクルマの取り組み④機運醸成（相模原編）
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I confidential

空飛ぶクルマの取り組み⑤長野県山岳地帯初飛行
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I confidential

空飛ぶクルマの日本の未来（海外の 2026年現在）
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I confidential

空飛ぶクルマの日本の未来（職場、主要駅での接続）
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I confidential

展開イメージ

2025年　関西、関東での空飛ぶクルマの実証飛行や調査、事業検討

2026年　空飛ぶクルマ及びヘリの拠点を主要都市近郊に設置・運用

2027年　空飛ぶクルマでの実証飛行を検討

2029年　空飛ぶクルマ（有操縦者）の社会実装

2034年　空飛ぶクルマ(無操縦者)の遊覧飛行、旅客輸送開始
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I confidential

最後に、、、

本日を機会に…

ぜひ、空の利活用、未来社会について

継続的な協議をさせてください !!

一緒に日本の最高な未来を創造しましょう !


